
今津中学出身の前川さん
全国高校サッカーに出場！

　11 月 17 日（土）に行われた、第 97 回全国高
校サッカー選手権滋賀大会において、今津中学校出
身の前川 慶輔さんが所属する草津東高校が見事優
勝に輝き、第 97
回全国高校サッ
カー選手権大会
に出場される予
定です。
　初戦は１月２
日（水）にニッパ
ツ三ツ沢球技場
で 行 わ れ、 活 躍
が期待されます。

（市民スポーツ課）笑
顔
で
記
念
撮
影

ねんりんピック富山２０１８
高島市から５人が参加　

TWINKLE STARS・A　キラキラ笑顔で
グッドスマイル賞に輝く！

　11月10 日（土）にエディオンアリーナ大阪で行わ
れた、第８回子どもチアリーディング大阪大会にお
いて、ＮＰＯ法人高島倶楽部 TWINKLE STARS・A 

少林寺拳法の北村さん
仲間と最優秀賞に輝く！　

　11 月４日（日）に日本武道館で行われた、第
52 回少林寺拳法全日本学生大会において、安曇川
在住の北村 真彩さん（同志社大学）が女子団体の
部で大学の仲間とともに見事最優秀賞に輝かれまし
た。（市民スポーツ課）

※敬称略

笑顔で準優勝の報告をされる中川さん

※敬称略

小川 惺菜（小６）　北野 あゆみ（中１）　古谷 春菜（小６）　上原 美空（中３）　野﨑 一葉（小６）　斧田ラスマナ朱理（小６）　
本庄 優歩（中３）　赤尾 歩星（小６）　足立 芽生（小５）　粟津 花菜（中３）　中西 紗菜（小６）　石倉 采果（小５）
駒井 いろは（中３）　土井 花憧（小６）　谷口 陽彩（小５）　足立 花菜（中２）　中村 ひめの（小６）　
斧田絢凪デウィ（小２）赤﨑 梨亜（中１）　早藤 美空（小６）　八田 羽依桜（中１）　日置 咲花（小６）

の皆さんがエキシビジョン　ジュニアスターの部で 
見事グッドスマイル賞に輝かれました。

（市民スポーツ課）

グラウンド・ゴルフ
チャンピオン大会入賞！

　11 月 14 日（水）に健康の森梅ノ子運動公園芝
特設コースで行われた、第 14 回高島市グラウンド・
ゴルフチャンピオン大会において次の方々が優秀な
成績を収められました。（市民スポーツ課） 第３位

米村 登志子（安曇川）

準優勝
遠藤 清太郎（新旭）

優勝
高田 金成（今津）

トライアスロンの内田さん
日本選手権で大活躍！

　10 月 14 日（日）に東京都お台場海浜
公園周辺で行われた、第 24 回日本トライ
アスロン選手権において、高島在住の内田　
弦大さん（関西大学）が見事９位の成績を
収められました。（市民スポーツ課）

　11 月３日（土）から６日（火）まで富山県で開催された、
「第 31 回全国健康福祉祭とやま大会」（ねんりんピック富山
２０１８）に５人の選手が出場されました。ねんりんピック
は、高齢者が主役となって交流を深めながらスポーツや文化
を楽しむ、健康と福祉の総合的な祭典です。
　選手は各競技でご活躍され、中でもボウリングで出場され
た中川 みち子さんは個人戦女性の部で準優勝されました。

（長寿介護課）

　高見　汎
ひ ろ お

生さん　　市長　　小宮　長茂さん
　（ラグビーフットボール）　　　　  （卓球）

中川　みち子さん　　　　志村　サト江さん
（ボウリング）　　　　　　　（卓球）
　　　　　柴田　豊一さん
　　　　　（卓球）

内
田
選
手
は
８
番
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不器用なお子さんへの理解と対応
「いるか学習会」開催
　11 月 21 日（水）に、安曇川公民館で開催しま
した。この学習会は、発達障害について関心のある
保護者や支援者・関係機関の方を対象にしており、
第２回目は、滋賀県総合教育センター甲津 千秋さ
んに講演いただきました。
　保護者の方からは、「利き手ではない方の手で迷
路をやってみる体験で、せかされてやる気持ちがわ
かりました。」「子どもも不器用でもたつく事が多い
ですが、せかさず見守ろうと思いました。」などの
ご意見・感想がありました。
　今後の予定として、２月 23 日（土）に「小・中
学校の特別支
援教育につい
て 」 と 題 し、
学校教育課の
三宅指導主事
がお話ししま
す。

（健康推進課）

～高島市青少年育成大会～
自然で遊ぼう！！

　11 月 18 日（日）にガリバーホールで開催しま
した。当日は、約２００人の参加があり、中学生の
意見発表では、市内６中学校の代表がさまざまな思
いを熱く語りました。続いて自然体験活動「よえも
ん道場」10 年を記念して、これまでの歩みと参加
児童や修了生の発表があり、講演では、びわこ成蹊
スポーツ大学の中野副学長から自然体験の必要性を
お話しいただきました。自然から学ぶべき「生きる
力」の大切さと、よえもん道場の活動で子どもたち
が成長していることを知っていただく大会となりま
した。（高島市青少年育成市民会議）

有限会社宝牧場が
農林水産大臣賞を受賞！　

　11 月８日（木）に山形県で開催された第 21 回
全国農業者担い手サミットにおいて、有限会社宝牧
場が、全国優良経営体表彰（６次産業化部門）で農
林水産大臣賞を受賞されました。全国優良経営体表
彰では、滋賀県で初めての受賞です。
　11 月 28 日（水）には、市長に報告するため、
市役所を訪問されました。

　同社は、肉用牛（肥
育、繁殖）、酪農（経
産牛）、養豚のほか、
ソフトクリームやパ
ンの製造販売、焼き
肉レストラン、精肉
販売を担うグループ
会社との一体的な経
営により、６次産業
化の取り組みを展開
されています。

（農業政策課）

レストランの前でスタッフそろって記念撮影

熱心に話を聞く受講生

中江藤樹先生の縁。代理受付を行った寄付金を
大洲市にお届けしました

　７月豪雨による災害支援として高島市で代理受付
を行った、愛媛県大洲市への寄付金（9,938,300 円）
を 11 月 27 日（火）にお届けしました。
　当日は、市の職員が大洲市役所を訪問し、目録を
お届けするとともに、ご寄付いただいた皆さんから
お寄せいただいたメッセージも一緒にお届けしまし
た。大洲市とは友好交流都市として、今後も交流を
深めていきます。（総合戦略課）

台湾の小・中学生が
修学旅行でビワイチ体験！

　台湾の小・中学生（森優生態實驗教育學校）10
人が 11 月 12 日（月）から 16 日（金）まで滋賀県
へ修学旅行に来られ、その行程の中で米原駅から近
江舞子までビワイチを体験されました。高島市内は
15 日（木）に走行され、メタセコイア並木やピッ
クランドなどに立ち寄ったほか、マキノ中学校と交
流の機会が設けられました。（観光振興課）

投稿

　あ
りが
とう！● instagramによる

「#タカシマノアサヒ」
今年も開催しました！

今回は熱気球からスタート！
　今回は「熱気球琵琶湖横断大会」とキャンペー
ンのスタートが重なっていたので、熱気球の写真
がたくさん投稿されました。

（たかＰからひと言）
　横断は中止になったけど、朝日と琵琶湖と
熱気球の組み合わせは、贅沢すぎる絶景だね！　

　今年こそは琵琶湖を横断してほしいね！

熱気球と朝日

びわ湖と朝日

やっぱりびわ湖と朝日は最高！
（たかＰからひと言）
びわ湖に光の帯が映る朝日は何度見ても感動だね！

キミだけの絶景ポイントをもっと教えてほしいな。

　市内には、きれいな朝日を見ることのできるスポ
ットがたくさんあり、12 月を「絶景のたかしまの
朝日」をＰＲする月間として、インスタグラムを活
用したキャンペーンを実施しました。（企画広報課）

メタセコイア並木
の前で記念撮影

マキノ中学生と
の交流を終え、
近江白浜へ向け
再出発！

市長に報告する田原社長

締切は

12月31日だよ

＠ nikocame56 ＠takahiro.komai

＠ef2818yuya ＠ tamayura1

＠ takashima.city
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副委員長
　林　正浩さん

聞き手
　上田　未來さん

実行委員長
　田中　康彦さん

誇りを守るために

　
皆
さ
ん
は
、
現
在
の
高
島

市
民
病
院
近
く
に
、
江
戸
時

代
、
高
島
市
南
部
一
帯
の
領

主
で
あ
っ
た
分
部
氏
の
館
が

あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？ 

　
今
年
は
、
大
溝
藩
主
・
分

部
氏
が
、
前
任
地
の
伊
勢
上

野
（
三
重
県
津
市
）
か
ら
高

島
市
の
大
溝
の
地
に
や
っ
て

き
て
、
ち
ょ
う
ど
４
０
０
年

が
経
つ
と
い
う
節
目
の
年
に

あ
た
り
ま
す
。

　
「
大
溝
祭
４
０
０
周
年
記

念
事
業
実
行
委
員
会
」
は
、

平
成
29
年
の
秋
、
大
溝
祭
へ

の
熱
い
思
い
を
も
っ
た
若
手

が
核
と
な
り
、
結
成
さ
れ
た

組
織
で
す
。
そ
こ
で
、
大
溝

の
水
辺
景
観
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
事
務
局
の
上
田
さ
ん
が
、

実
行
委
員
の
熱
い
思
い
を
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

問
文
化
財
課　

（
３
２
）
４
４
６
７

上
田　
予
定

さ
れ
て
い
る

主
な
記
念
事

業
内
容
に
つ

い
て
、
教
え

て
い
た
だ
け

ま
す
か
？

石
倉　
４
０
０
周
年
の

記
念
事
業
と
し
て
、
３

つ
の
柱
―
「
伝
統
文
化
の
継

承
事
業
」、「
記
念
事
業
」、「
昔

の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
事
業
」

―
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
ま
ず
「
伝
統

文
化
の
継
承
事
業
」
で
は
、
今
の
大
溝

祭
を
デ
ジ
タ
ル
で
記
録
に
残
す
た
め
の

Ｄ
Ｖ
Ｄ
作
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

垣
貫　
「
記
念
事
業
」
と
し
て
は
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
木
札
や
手
ぬ
ぐ
い
の
作
成
、
さ

ら
に
４
０
０
周
年
限
定
の
日
本
酒
や

二
万
石
ま
ん
じ
ゅ
う
も
地
元
の
商
店
の

協
力
を
得
て
、販
売
で
き
る
予
定
で
す
。

　
　
ま
た
、
曳
山
の
曳
き
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
着
て
い
た
だ
く
法
被
も
企
画
中
で
す
。

林 

邦
茂　
「
昔
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
事

業
」
で
は
甲
賀
市
の
「
水
口
岡
山
城
の

会
」
か
ら
お
城
バ
ル
ー
ン
を
お
借
り
し

て
設
置
し
ま
す
。
水
口
岡
山
城
は
、
大

溝
城
の
天
守
が
解
体
さ
れ
た
後
、
そ
の

部
材
の
一
部
を
再
利
用
し
て
築
城
し
た

上
田　
と
こ
ろ
で
、
メ
ン
バ
ー
の
山
田
さ

ん
は
、
４
０
０
年
目
の
大
溝
祭
で
「
宰

領
（
神
輿
渡
御
の
総
責
任
者
）」
と
い

う
大
き
な
役
を
担
わ
れ
る
そ
う
で
す

ね
。
ど
ん
な
お
気
持
ち
で
す
か
？

山
田　
心
地
よ
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
り

ま
す
。
あ
と
、
宰
領
は
当
日
は
神
輿
渡

御
に
つ
い
て
い
く
の
で
、
曳
山
を
曳
く

皆
と
は
離
れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
頑
張

り
ま
す
。上

田　
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
！

田
中　
こ
の
４
０
０
周
年
を
き
っ
か
け
に
、

大
溝
祭
だ
け
で
な
く
、
大
溝
の
良

い
と
こ
ろ
を
、
多
く
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
わ
れ
わ
れ
地
元
住
民
は
、

こ
の
機
会
に
大
溝
祭
の
歴
史
や
価

値
を
再
認
識
し
、
地
域
へ
の
誇
り

や
愛
着
心
を
高
め
て
い
か
な
け
れ

ば
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
！

大溝祭４００周年記念事業実行委員会のメンバー

上
田　
ま
ず
は
実
行

委
員
長

の
田
中

さ
ん
に

お
聞
き
し

ま
す
。
こ
の
実
行
委

員
会
は
ど
う
い
っ
た
思
い
で
結
成
さ

れ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

田
中　

一
番
の
き
っ
か
け
は
、
４
０
０

周
年
を
起
点
に
し
て
、
次
の
１
０
０

年
に
今
の
大
溝
祭
を
継
承
し
て
い
き

た
い
、
と
い
う
思
い
で
す
。
報
告
書

な
ど
で
調
べ
る
と
、
70
～
80
年
前
と

現
在
の
大
溝
祭
で
は
、
い

ろ
い
ろ
な
点
で

違
い
が
あ
る
よ

う
な
の
で
す
。

で
も
、
そ
れ
を

知
っ
て
い
る

人
は
、
も
う
ほ

と
伝
え
ら
れ
て
い
て
、
大
溝
と
は
大
変

ゆ
か
り
の
あ
る
お
城
で
す
。５
月
３
日
、

４
日
に
登
場
す
る
予
定
で
す
。

石
倉　
ま
た
、
日
吉
神
社
の
境
内
と
大
溝

陣
屋
総
門
前
に
は
、
祭
り
を
見
学
す
る

た
め
の
桟
敷
席
を
設
置
し
ま
す
。

と
ん
ど
い
ま
せ
ん
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

今
後
も
祭
り
が
ど
ん
ど
ん
簡
素
化
さ

れ
て
い
く
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
危

機
感
が
あ
り
ま
す
。

　
「
と
に
か
く
今
、
何
か
や
ら
ん
と
あ
か

ん
」
と
い
う
気
持

ち
で
す
。

上
田　
副
委
員
長
の
林
さ
ん
は

　
ど
う
で
す
か
？

林 

正
浩　
僕
が
小
さ
い
時
の
大
溝
祭
は
、

も
っ
と
人
が
い
っ
ぱ
い
い
て
賑
や
か

で
し
た
。
そ
れ
が
年
々
小
さ
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
、
た
だ
寂
し
い
で
す
。

よ
そ
の
祭
り
に
人
が
た
く
さ
ん
集

ま
っ
て
い
る
の
を
見
て
も
「
大
溝
祭

の
方
が
す
ご
い
の
に
…
。」
と
い
う
思

い
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
は
、
地
元
の
人
の
大
溝

祭
へ
の
誇
り
や
、
担
い
手
で
あ
る
と

い
う
自
覚
の
火
を
消
さ
な
い
よ
う
に

し
な
い
と
い
け
な
い
。
４
０
０
周
年

記
念
事
業
は
、

　

そ
の
た
め

の
い
い

機
会
だ

と
思
い

ま
す
。

林 正浩

垣貫 弘

田中 康彦

廣坂 吉憲 山田 篤志

石倉 和幸

※敬称略

林 邦茂 西川 五左夫

〜
４
０
０
年
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
〜

〜
４
０
０
年
の
伝
統
を
引
き
継
い
で
〜

特集
特集　４００年の伝統を引き継いで

大
溝
藩
開
藩
・
大
溝
祭
４
０
０
年

大
溝
藩
開
藩
・
大
溝
祭
４
０
０
年
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　江戸時代、高島市勝野を拠点とした大溝藩の始まりは、元和

5年（1619）に伊勢国上野（現在の三重県津市）を本拠と

していた分部光信が、大溝藩2万石の領主に任じられたこと

から始まります。

　その時から400年、城下町、交通の要衝、

産業の拠点として発展を続けた大溝の歴史を

すごろくで紹介します。

元和5年（1619）

分部光信が大溝藩2万石の

初代藩主となる

織田信澄が築いた大溝城跡の西北

に陣屋を構え、城下町の整備を進

める

【2 万石をもらう、一つ進む】

天明5年（1785）

8代藩主・分部光実が郭内に藩校・脩身

堂を設立し、教導に中村徳勝を任命する

藩士の子弟は、8歳になると必ず入学

することが決められる

【勉強のため 1 回休み】

宝暦5年（1755）

現存する大溝陣屋

総門が建てられる

大溝陣屋は、藩主の居宅で

あると同時に政庁でもあ

り、内濠の外側には武家屋

敷が配置された大溝陣屋総門

昭和2年（1927）

大溝町立実家科高等女学校が開校する

江若鉄道が大溝まで延長される

大溝駅が開業した12月25日には、滋賀県知

事も出席して、盛大な開通祝賀会が開かれる

【高島郡に初めて鉄道が通る　二つ進む】

江若鉄道大溝駅の開業

昭和58年（1983）

大溝祭が滋賀県選択無形

民俗文化財となる

大溝祭り曳山

平成8年（1996）

本町通りの古民家を活用した

「びれっじ1号館」が開業

その後も新たな開業が続く

びれっじ1号館 平成27年（2015）

「大溝の水辺景観」が

国の重要文化的景観に

選定される

同年、重要文化的景観を

活かしたまちづくりを

推進する「大溝の水辺

　景観まちづくり協

　議会」が設立、大

　溝陣屋総門内に事

　務局を置く5月 3日（金）〜4日（土）の大溝祭で、

400周年の記念イベントが開催される

正保3年（1646）

2代藩主・分部嘉治が領

内の上小川村で塾を開いて

いた中江与右衛門（藤樹）

と面会する
藤樹書院跡

寛政3年（1791）

光実、大倹約令を公布し

て藩政改革に着手する

【改革が進む、
一つ進む】

昭和16年（1941）

第四高等学校ボー

ト部員11人が萩

の浜沖で遭難する

66日間にわたる

捜索が行われる

【捜索が難航
　　1 回休み】

昭和49年（1974）

昭和42年に着工し

た国鉄湖西線開通、

近江高島駅が開業 平成31年（2019）

祝・大溝藩開藩400年

※ぴったり合わないと

　ゴールできません。

文政7年（1824）

大溝藩士・前田梅園が地誌

『鴻溝録』三巻を著す

明治2年（1869）

11代藩主・分部光貞

が版籍を奉還し、大溝

藩知事となる

大正12年（1923）

大溝に湖西自動車株

式会社が設立され、

営業を開始する

寛文2年（1662）

大地震により、大溝領内で1022軒

が倒壊、死者約30人を出す

【市内各地でも甚大な
被害　一つ戻る】

延享4年（1747）

大溝城下で大火、

大溝6町170軒

が焼失する

【城下で甚大な
被害　一つ戻る】

※コマは、ご自身で

ご準備ください
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寛文6年（1666）

大溝酒造仲間十六株が成

立する

【この後、醸造業が盛ん
となる　もう一度
サイコロを振る】

宝永元年（1704）

このころ、大溝祭に曳山

が登場した記録が残る

その後「すすき山」「殺

生石山」「役の行者」な

どの名のついた曳山も登

場する

日吉神社

文政9年（1826）

10代藩主・分部光寧が

近藤重蔵の預かりを命じ

られ、翌年、重蔵が大溝

に引き移される

重蔵は藩士と親交を深

め、『江州本草』30巻

を著す

近藤重蔵の墓
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